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　「誰か手伝って」「手伝ってほしい人おる？」教室の中でよく飛び交
う会話だ。入学当初の子供たちは、何か新しいことを始めるときには
決まって「どうせできんもん」「失敗したら嫌だな」と最初から諦める
言葉が多かった。
　夏休みを直前に控えた７月のこと。アサガオがなかなか咲かなく
て諦めかけていたＭ子が、「一緒に水やりがんばろう」と声をかけて
もらった。その言葉に励まされたＭ子は、諦めずに世話を続け、きれ
いな花を咲かせることができた。この出来事をきっかけに、Ｍ子は

「手伝ってほしい人おる？」と声をかけるようになった。これが学級全
体に広まり、今では新しいことを始める際に「分からんだらみんな教
えてね」と、みんなで関わり合いながら活動するようになった。
　子供同士の励まし合いが子供にとって大きな力になるのだと感じ
た。学級での温かな関わり合いが「やってみたい」と意欲をもって活
動できるための土台になることを子供たちから学ぶことができた。

「やってみたい」が
　　　あふれる教室に

滑・北加積小　藤井　幸華
　毎朝、教室はもぬけの殻。３年生14名全員がグラウンドに出て
サッカーをしているからだ。屈託なく、パワーあふれる子供たちから
毎日私のほうが元気をもらっている。
　少人数なので、一人一人をよく見ることができるのだが、次第に
できていないことが一つ一つ気になり始めてきた。特に、自分の考
えにこだわりがちなA児の言動に対し、こうあってほしいという思い
が強くなってきた。私は、A児に必要なことをきちんと言葉で伝え
ることが指導だと思い、日々葛藤。ところがあるとき、A児がパー
ティー係として、中心となってパーティーの企画と進行をやり遂げ
た。周りの子供たちからの大きな拍手やほめ言葉。そのときの満面
の笑顔を見て、私はA児のよさや強みを今までどれだけ認めて伸
ばしていたのだろうかと思った。
　見えすぎてしまうところにちょっと目をつむりながら、目の前の子
供のよさや可能性を引き出そうと模索している毎日である。これか
らも、子供を励ましよさを伸ばしていけるよう、精進したい。

　以前、６年生を担任した子供たちが成人を迎え、久
しぶりに学級で集まったときのことです。クラスの中
でも一番やんちゃで私からも何かと注意を受けること
が多かったＩ君が、昔話で盛り上がっている中で、突然
「先生、俺たちが算数の時間に考えていたことが、微
積分につながる考えだと後で分かりました。すごいこ
とを考えていたんだなあと今思っています」と、発し
ました。私も、周りにいた子供たちも、一様に一瞬言
葉を失いました。みんな同じことを思っていたので
す。『あなたが、どうしてそれを言うの・・・?』みん
な大笑いでした。私もその中の一人で、勉強とは縁遠
かったＩ君が言った面白い話としてしか聞いていませ
んでした。
　
　今年の１月、自分の授業のビデオ（平成７年度のも
の）を見る機会がありました。８㎜のアナログテープ
で撮ったものでずっと見られずにいたのですが、再生
機を持っている先生がおられ、２０数年ぶりに見るこ
とができました。懐かしさも手伝って何度も再生し、
思いを巡らせていました。子供たちの動きの中で、注
目したのは次の場面でした。２０数年ぶりの私の発見
があったのです。私にしか分からない感動がありまし
た。

単元名　　　形と体積
　　～自分がつくり出した公式～
               :
M児　ぼくは、三角柱は底面が伸びた形としてイ

メージしている。だから、体積は、底面積×高
さをすれば出せると思う。

K児　面積にかけても面積が大きくなるだけではな
いのかなあと思う。だから、ちょっとM君の考

子供のよさや
　可能性を引き出して

射・放生津小　岩崎　愛莉

富山県小学校教育研究会　会長　牧野　和則

　「先生、Aさんに嫌なことされました」4月、学級開きの前にBさんが言って
きた言葉だ。AさんとBさんは衝突が多かった。二人の衝突から学級全体が
落ち着かなくなることもあった。今年の学級経営はこの二人を核にしようと
考え、取り組んできた。
　まず、衝突がある度に二人の話をよく聞いた。また、学級全員が互いのよ
さを見付けられるように、全員で遊ぶ時間をもったり、全員で取り組む活動を
多く行ったりした。しかし、二人の衝突は度々起こった。本当にこの方法でよい
のかと迷いながらも指導を続けていった。
　あるとき、Ｂさんから「ぼくの落としたはちまきを拾ってくれて、嬉しかった」
と、発言があった。それを契機にＡさんも「Bさんは足が速くてうらやましいな
」など、互いを認める場面がみられるようになった。衝突しそうなときは、「先
生、どうしよう」と、困り感を伝えてくれる機会も増え、衝突は少しずつ減って
きた。徐々に自分のことを信じてくれる子供の存在を感じることができた。
　「教育とは川に墨で字を書くこと。何度流されても書き続ける必要がある」
初任時に、教えて頂いた言葉だ。子供たちの成長は予測できない。これから
もよく子供の話を聞くこと、全員で活動することを繰り返していきたい。そし
て川に墨で字を書き続ける教師でありたい。

川に墨で字を書くこと

富・柳町小　番匠　拓也

　「先生、楽しかった～！」「明日もする？」
　国語科「くじらぐも」の授業後、１年生の子供たちが、私に笑顔で
言った言葉だ。
　単元の途中で、手作りの大きなくじらぐもを子供たちの前に出
し、音読の際に動作化を取り入れた。すると、子供たちの様子が、
前日までと大きく変わった。学校中に響きわたるくらいの大きな
声と、にこにこ顔。「天までとどけ、一、二、三！」音読する子供たちの
姿から「くじらぐもにのってみたい」「友達と声をそろえて音読する
のが楽しい」という思いが伝わってきた。
　子供たちは、とても素直である。つまらなければ、大あくびをす
る。「したい、やりたい」と思うことになると、一気に目を輝かせる。

「楽しい」は、子供の「やる気スイッチ」になると感じた。子供たちが
意欲的に楽しく学習したり友達と関わったりできるよう、「やる気
スイッチ」を意識して取り組んでいきたい。

やる気スイッチを
　　　　　　意識して

小・蟹谷小　今枝　愛

目の前の子供の事実に感動しながら

えには納得できない。
Y児　僕も最初はおかしいと思っていたんだけど、

底面積×高さではなく、底面は１㎝の厚みがあ
ると考えれば、計算上同じ答えになるからM君
の考えでもいいかなと思う。

K児　Ｙ君の説明は納得できる。
T　 　M君もそのように考えているのかな？
M児  ぼくはちがう。やっぱり三角柱は面積が伸び

た形として考えている。
Ｉ児　ぼくは、三角柱を面積が伸びた形としては全

然見ていなかったので、君の考え方はすごいと
思った・・・。

  全く忘れていましたが、I 君は、M君の三角柱の捉え
方に心を動かし発言していたのです。２０数年ぶりに
この I 君の事実に出会い、当時（成人式）の自分自身
の対応の浅はかさを反省するとともに、I 君は高校生
の微積分の勉強の中で、仲間と考え合った小学校での
学習経験を再構成し学びを深めていったのではないか
と、自分勝手に解釈し、微笑みながらビデオに見入っ
ていました。

　目の前の子供たちが一歩でも二歩でも高まるため
に、真摯に資質向上を目指していこうとする崇高な思
いをもった私たち小教研の仲間が、「実践資料を持ち
寄り、子供の姿で語ろう」を合い言葉に、これからも
子供の事実にしっかり向き合い、子供たちと共に成長
していくことを願ってやみません。
　目の前の子供の事実に感動しながら仕事ができる。
そして、共に成長できる。
　こんなすばらしいやりがいのある仕事は他にはない
のですから・・・。

　巻頭言は、本会会長の牧野和則先生にお願いしました。わたしたち教員は、子供たちの姿から学ぶことが多く、常にその姿勢を忘れてはい
けないということ、そして、こんなにやりがいのある仕事は他にはないのだということを改めて教えていただきました。
　さて、今回、後期学力調査からの作問のねらいと意図を掲載しました。作問のねらいには「授業づくりのメッセージ」が含まれており、今後の
授業改善に役立てたいものです。また、道徳教育推進校からは教育活動全体を通じて行う道徳教育の在り方や自己の生き方について考えを
深める道徳科の時間の構想について紹介されています。両校の成果を基に、今後の道徳科の授業を一層充実させていきたいと感じました。
　今年度の会報も最終号となりました。会員の皆様のご協力に感謝いたします。ありがとうございました。　　　　　　　　　  （大野・片岸）
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